
    

 

 
 
「近江八幡市方面の医療と歴史・文化を学ぶ」と題し、８月２８日(木)～２９日(金)の夏季休業期間を利用してＮＰＯ法人滋賀医療人育成協力機構と協同で宿泊研修を実施しました。里親登録学生を含めた本学学

生１８名を始めとして、総勢３１名での研修となりました。
 
 

 

 

 

  

 
 

 

                       

 

 

 

  

 

 

 

 

 

2014/8/28（木）・29（金） 
 

       

沖島ののどかで、ゆっく

りとした時間の流れが

心地よかったです。医療

チームと患者さんやご

家族との近くてあたた

かい関係が地域医療の

魅力の一つだと肌で感

じました。 

〈医学科 ２年〉 

 

地域の方々との交流

会では患者さん代表

として出席なさって

いたプチ里親の方と

お話しする機会があ

り、多くを学ばせて

いただきました。 

〈医学科 ３年〉 

 

総合医療センターは全面ガラス張りで自然光を

入れた明るい病棟、セクション毎に整理されたア

クセスしやすい外来、また、急性期に特化した受

け入れ態勢万全の救急といった設備面の充実が

印象的でした。〈医学科 ２年〉 

 

病気の状態によって、病院や診療所が分担

をしているということでした。病院を病態

によって転院するためには、お互いの情報

共有、ネットワークが重要だということを

知りました。〈医学科 ３年〉 

 

１日目 日本で唯一淡水湖に人が住む島である沖島を見学 

地域の中核病院である近江八幡市立総合医療センターを訪問、夜は、

地域の先生にご講演いただいたり、地域の方々との交流会を実施 

２日目 旧近江八幡市内を見学  

地域の慢性期医療を支えるヴォーリズ記念病院を

訪問 

滋
賀
医
大 

交 流 会 

〔第１部〕近江八幡市蒲生郡医師会 副会長 山本克與氏 

から「近江八幡地域における医師会活動と沖島等での医療活

動の実情等について」、また、ヴォーリズ記念病院 在宅ｻｰﾋﾞ

ｽ部門長(兼)訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ・ｳﾞｫｰﾘｽﾞ所長 向 美保氏から

「訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝでの活動報告」と題して、ご講演をいただ

きました。 

〔第２部〕研修先の方や里親・プチ里親など 11 名の方々に、

それぞれのお立場からご意見をいただくなど、情報交換や交

流の場となりました。 

近
江
八
幡
市
旧
市
街
地 

（
説 

明
・
見 
学
） 

ヴ ォ ー リ ズ 記 念 病 院 
( 説 明 ・ 見 学 ) 
緩和ケア部長からホスピス医についての
お話と病院長から病院の概要について説
明をうけました。その後、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟
や訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ、ホスピス棟などを中心
に見学しました。最後に、礼拝堂へも見学
させていただき牧師の方からお話をきき
ました。 

 

ホスピスに限らず患者さんと

心を通わせることの大切さは

どの医療現場でも同じことだ

と思います。私は患者さん一

人一人の思いを大切にして、

患者さんを手放さずサポート

していけるような医師を目指

したいと思います。 

〈医学科 ２年〉 

地域里親学生支援のホームページ

(http://satooya.shiga-med.ac.jp/)をご覧ください！ 

学生の 
感想文より 

宿

舎 

近 江 八 幡 市 立 
総 合 医 療 セ ン タ ー 
( 説 明 ・ 見 学 ) 
副院長から病院の概要について
説明をいただいた後、院内の各部
署を見学させていただきました。
最後に、地域医療課の保健師の方
から、沖島での診療について説明
をききました。 

近江八幡市の地域医療をどのように前進

させていくかということについて、医療セ

ンターの方々が有する明らかな意識と情

熱を感じました。<医学科 ２年> 

 

研修の様子は里親ＨＰにも詳

しく掲載しています！！ 

他職種の学生同士で地域医療を学び交

流する事は私の中で漠然としていたチ

ーム医療や地域医療に対してのイメー

ジをより身近に感じることができまし

た。〈看護学科 ３年（近江八幡市立看護

専門学校）〉 
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島
（
説
明
・
見
学
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沖
島
診
療
所
（
見
学
） 

沖島や近江八幡の散策で知らない場所に沢

山行きました。「こんないいところがあって

こんな食べ物があるのか」と五感で感じる

ことができました。〈医学科 1 年〉 

 

様々な不便な面も知って、それ

でもこの島を好きで住んでいら

っしゃる方々を地域医療が守っ

ていかなければならないのだと

見学しながら深く考えさせられ

ました。〈医学科 ４年〉 

 

http://satooya.shiga-med.ac.jp/

